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2018年（平成30年） 2019年 2020年 2021年以降

近畿地方
整備局
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近畿地方整備局のとりくみ

6月（台風期）

大阪湾港湾等にお
ける高潮対策検討
委員会
【近畿地方整備局・
大阪府・兵庫県
大阪市・神戸市】

6月（台風期）

凡 例
ソフト対策

国土強靭化のための
緊急対策

情報一元化
（ポータル
サイトの
構築）

2019年9月6日
運用開始

高潮ＢＣＰ計画策定・改訂

「災害発生時に
おける緊急的な
応急対策業務に
関する包括的
協定書（案）」の
一部追記の
手続き

神戸港 六甲アイランド地区 地盤改良工等

2019年11月13日
手続き完了
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情報一元化（ポータルサイトの構築）

防災情報表示システムＵＲＬ：https://kinki-bosai-joho.com/

〇9月6日、潮位、風向・風速、波浪の情報を一元的に集約したポータルサイト「防災情報表示システム」の運用
を開始。（大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会 最終とりまとめに基づく対応）



高潮・暴風災害時の大阪湾BCP（案） 策定のスケジュール
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平成３０年度に作成した素案を基に実態に即した内容に精査、検討を高潮・暴風災害時の大阪
湾BCP（案）を策定する予定である。
高潮・暴風災害時の大阪湾BCP（素案）のポイント
・今後も発生しうる高潮災害に対して港湾物流機能を維持するため、基本的な事項を定めたもの
・主な追記内容は、フェーズ別高潮・暴風対応計画における事前対処行動である。

2019年度
2019年7月～10月
(台風襲来時期)

2019年11月～12月 2020年1～3月

準備した高潮・暴風災害時の大阪
湾港BCP（素案）について、近畿地

方に上陸する台風の内、必要と判
断する時に大阪湾港湾機能継続計
画推進協議会構成員で対応を実施
し、課題等を抽出。台風接近に伴う
大きな被害が無かったため、訓練に
より整理。

高潮・暴風災害時の大阪湾BCP
（素案）について、大阪湾機能継
続計画推進協議会のワーキング
グループ、図上訓練等にフィード
バックし、フェーズ別高潮・暴風対
応計画の充実に向けた検討を実
施。

（1月）

大阪湾港湾機能継続計画推進協
議会開催予定、審議内容を基に高
潮・暴風災害時の大阪湾BCP（案）
を策定
（2月以降）
上記BCP(案)の実効性を高めるた

め大阪湾港湾広域防災協議会に
おいて港湾相互間の連携・協力体
制等について協議。



訓練の実施について
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大阪湾機能継続計画推進協議会の図上訓練を実施する。
訓練結果を基にフェーズ別高潮・暴風対応計画の充実に向けた検討を行う。

＜訓練内容（予定）＞
大阪湾機能継続計画推進協議会における関係者での情報伝達訓練

大
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訓練結果を
反映

協議会等の
審議結果を
反映



今年度実施する対策内容（RC-6、7耐震化）
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平面図

神戸港六甲アイランド 荷さばき地及び岸壁［RC-6］（-16m）において陸上地盤改良工、舗装工を
令和元年度において実施を予定している。

工事完了箇所

令和元年度実施箇所

令和２年度以降実施箇所

凡 例

位置図

H27.10撮影

RC7RC6

六甲アイランド地区

ポートアイランド地区



2018年（平成30年） 2019年 2020年 2021年以降

神戸港

尼崎西宮
芦屋港

大阪港

堺泉北港・
阪南港
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港湾管理者毎のとりくみ

6月（台風期）

大阪湾港湾等にお
ける高潮対策検討
委員会
【近畿地方整備局・
大阪府・兵庫県
大阪市・神戸市】

6月（台風期）

凡 例
ソフト対策

ハード対策(港湾管理者等)
国土強靭化のための
緊急対策

緊急対策（浸水対策）

高潮ＢＣＰ計画策定
フェーズ別計画策定

高潮ＢＣＰ計画改訂

浸水対策（擁壁嵩上げ等）の設計・工事

埋立地における高潮対策検討（伊勢湾台風級）

高潮ＢＣＰ計画策定・改訂

フェーズ別計画

防潮堤の高潮対策（嵩上げ・腹付け）

高潮ＢＣＰ計画策定・改訂

エリア減災計画（兵庫埠頭）

フェーズ別計画

排水機場設置（東部工区）

止水板設置（六甲アイランド・兵庫埠頭 等）・電源施設の止水機能強化

海水の浸水経路の遮断（六甲アイランド：ヤード嵩上げ・擁壁設置、ポートアイランド：擁壁設置）、避難機能備えた物流施設（六甲アイランド）

防災スピーカー設置（8箇所）

非常用電源の設置（フェリーバース）

護岸・胸壁老朽化対策（西部地区）

胸壁補強・嵩上げ（東部工区）

上部工の嵩上げ、ブロックの大型化（フェニックス）

カメラ（兵庫埠頭）

潮位計設置 2019年9月末 完了

2019年9月末 完了

2019年7月19日 策定

緊急対策（特に対策を急ぐ区間）
[南芦屋浜南側護岸、高橋川・宮川の既存堤防嵩上げ等]

高潮ＢＣＰ計画策定・改訂

フェーズ別計画

高潮危険度予測システム（仮称）開発

浸水被害がなかった地区の対策（2028年まで）

高橋川無堤区間整備等
緊急対策（その他浸水地区）

[南芦屋浜、西宮浜、甲子園浜、鳴尾・鳴尾浜、丸島]

課題整理・運用改善



区分 地 区 名 事 業 内 容
事 業 期 間（予定）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降

海岸 堺地区

【防潮堤の高潮対策】
嵩上げ・腹付け等

【観測体制の強化】
潮位計：非常電源対策

海岸 泉大津地区
【観測体制の強化】
潮位計：非常電源対策

港湾 助松地区
【電源浸水対策】
ガントリークレーン・受電施設
：浸水対策

海岸 大津南地区
【防潮堤の高潮対策】
嵩上げ・腹付け等
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堺泉北港（高潮対策関連事業）対策進捗状況

施工場所（位置図） 対策方針（状況）

事業内容・工程

堺地区
さ か い ち く

大津南地区
おおつみなみちく

泉大津地区
い ず み お お つ ち く

助松地区
すけ まつ ち く

堺泉北港
さかいせんぼくこう 堺泉北港における高潮対策関連事業

◎【海岸】防潮堤の高潮対策
・堺地区、大津南地区
⇒浸水対策として嵩上げ及び腹付け等の対策を実施

◎【海岸】観測体制の強化
・堺地区、泉大津地区
⇒潮位計の冗長性確保を目的に非常電源対策を実施

◎【港湾】設備の電源浸水対策
・助松地区
⇒ガントリークレーン・受電施設の浸水対策を実施

大阪府提供



今年度実施する対策内容（浸水対策）
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堺泉北港

阪南港

堺地区
・浸水対策

大津南地区
・浸水対策

区分 地 区 名 事 業 内 容
事 業 期 間（予定）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降

海岸 堺地区
【防潮堤の高潮対策】
嵩上げ・腹付け等

海岸 大津南地区
【防潮堤の高潮対策】
嵩上げ・腹付け等

○施設整備の目的

防潮堤の嵩上げ・腹付け等を実施し、高潮襲来時の背後地への浸水を防止する

【大津南地区】 【大津南地区】

大阪府提供



今年度実施する対策内容（非常電源対策）
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堺泉北港

阪南港

堺地区
・非常電源対策

泉大津地区
・非常電源対策

区分 地 区 名 事 業 内 容
事 業 期 間（予定）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降

海岸 堺地区
【観測体制の強化】
潮位計：非常電源対策

海岸 泉大津地区
【観測体制の強化】
潮位計：非常電源対策

○施設整備の目的

潮位の計測を確実に行うため、潮位計に非常用電源を設置し、潮位計の冗長性を確保する。

【潮位計】

大阪府提供



区分 地 区 名 事 業 内 容
事 業 期 間（予定）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降

港湾 助松地区
【電源浸水対策】
ガントリークレーン・受電施設
：浸水対策

今年度実施する対策内容（電源浸水対策）
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○施設整備の目的

外貿コンテナターミナルである助松第８号岸壁の電源設備浸水防止対策を実施し、被災時の機能維持を図る

陸 海
ガントリークレーンの浸水対策
・モーターの上部移設等

ガントリークレーン 縦断図

リーファーコンテナ電源の浸水対策
・電源の嵩上げ

リーファーコンテナ電源 立面図

大阪府提供



尼崎西宮芦屋港沿岸 高潮対策進捗状況

尼崎西宮芦屋港沿岸における堤内地の浸水範囲（約264ｈａ）

2019年度 2020年度 2021年度 ～2028年度

ハード対策

「兵庫県高潮対
策10箇年計画
（仮称）」

ソフト対策

浸水被害のあった地区における緊急対策

※南芦屋浜の南側の護岸、高橋川、宮川の既設堤防の嵩上げ、橋梁対策は2020年出水期までの完成をめざす

浸水被害のなかった地区の高潮対策（全県下の優先度の高い箇所を対象）計画策定

高潮危険度予測システム（仮称）の開発

大阪湾沿岸高潮浸水想定
区域図の公表

尼崎西宮芦屋港フェーズ別
高潮・暴風対応計画の作成

対策スケジュール

全県下を対象に試行開始

大阪湾沿岸での取組みを踏まえ、
他の海岸・港湾においても実施
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高潮対策の進捗状況
【ハード対策】
①浸水被害のあった地区（８地区）は、緊急対策として2021年度
までの３箇年で再度災害防止対策に取組む。

②特に、対策が急がれる南芦屋浜の南側護岸、高橋川、宮川は
地元説明会を実施し工事に着手。

③浸水被害のなかった海岸・河川においても高波条件等を見直し
た上、「兵庫県高潮対策10箇年計画（仮称）」を2019年度に策定
し、優先度の高い箇所において計画的に高潮対策に取組む。

【ソフト対策】
①水防法に基づく想定し得る最大規模の高潮浸水想定区域図に
ついて8月に公表済み（神戸市域は9月に公表済み）

②フェーズ別高潮・暴風対応計画について、本年度より試行実施。
今後、BCP協議会で周知予定。

③高潮危険度予測システム（仮称）を開発中。

兵庫県提供



今年度実施する対策内容（南芦屋浜地区）
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南護岸の横断図

【現況】

【整備後】

浸⽔範囲 約27ha

浸⽔深 20cm〜67cm
(痕跡値）

今年度の実施内容

・準備工事【7月着手】
〔仮設道路工事、大型土のう設置等〕

・堤防嵩上げ【11月着手】
〔南護岸L=720m、ビーチ護岸L=760m〕

平面図

南護岸 L=980mビーチ護岸
L=760m

東
護
岸
1,
14
0m

西
護
岸

L=
56
0m

整備イメージ

兵庫県提供

+4.30



今年度実施する対策内容（高橋川）
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今年度の実施内容

平面図 横断図

整備イメージ
堤防嵩上げ

N

深江橋水位計（神戸市）
T.P.3.30m(14:15)
(河川モニタリング
カメラ映像の読取値)

橋面から溢水した橋梁

阪神電鉄橋梁

下薬王寺橋

薬王寺橋

深江橋

中薬王寺橋

出合橋

深江駅

堤
防
か
ら
溢
水
し
た
区
間

要玄寺川

高
橋
川

凡 例

逆流防止ゲート

堤防嵩上げ

高橋川

・堤防嵩上げ（L=約350m） 【11月着手】
〔国道43号～阪神電鉄橋梁、要玄寺川〕

・逆流防止ゲート設置

・橋面高が不足する橋梁の対策（陸閘設置）
〔深江橋〕

浸水面積 約13ha

浸水深
90cm
(最大値）

A A

A-A断面

（ｍ）

堤防嵩上げ L=約200m

堤
防
嵩
上
げ
Ｌ
＝
約
１
５
０
ｍ

堤防新設

兵庫県提供



今年度実施する対策内容（宮川）
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今年度の実施内容

平面図 横断図

整備イメージ

堤
防
か
ら
溢
水
し
た
区
間

N

5000

橋面から溢水した橋梁

堤
防
嵩
上
げ

Ｌ=

約
５
０
０
ｍ

宮川

設計高潮位 T.P.+3.60m

A-A断面

A
A

・堤防嵩上げ（L=約500m）【6月着手】
〔汐凪橋～西蔵橋付近〕

・橋面高が不足する橋梁の対策【6月着手】
（高欄を壁構造化）〔下宮川橋、浜打出橋、川原橋〕（ｍ）

川原橋

浜打出橋

下宮川橋

浸水面積 約10ha

浸水深
30cm
(最大値）

兵庫県提供



高潮危険度予測システム（仮称）の概要
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高潮危険度予測システム（仮称）のイメージ

県管理の防潮堤高さのデータ等をもとに、越流・越波の発生の
可能性を予測

計算結果の出力
 潮位変化・平面分布
 波浪変化・越波流量変化
 越流・越波発生予測区間等に応じて

防潮ラインを色分け 等
高潮及び波浪推算

気象庁からの台風情報
（台風位置、気圧、半径等）

気象庁からの台⾵情報が発表されれば⾃動計算で出⼒

県の水防活動や沿岸市の防災対応への助言・注意喚起等に活用

※防潮堤⾼さは、航空測量等での実測値を使⽤
⼤阪湾沿岸︓計測済み
播磨沿岸・淡路沿岸︓計測済み、データ整理中
但⾺沿岸︓計測済み、データ整理中

兵庫県提供
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大阪港地区（施設）対策進捗状況

■防護対象エリア
J岸壁背後、ライナー埠頭背後、南港大橋北側周辺、
夢洲G護岸・H護岸背後

（追加検討エリア） 大阪港コンテナ埠頭背後、南港大橋南側周辺、
南港南地区、南埠頭北東側

■対象とする台風について
対策の対象とする台風については、各施設において必要天端高が最大
となるケースを採用する。
ケース① ： 平成30年台風第21号が朔望平均満潮位で来襲した場合
ケース② ： 伊勢湾台風規模、室戸台風コース
ケース③ ： 伊勢湾台風規模、平成30年台風第21号コース

※ケース②③の基準潮位は朔望平均満潮位

対策箇所（位置図） 対策方針（状況）

埋立地の高潮対策について、平成30年台風第21号での検討結果に加え、台風第21号を上回る規模の台風（伊勢湾台風級）
が来襲する場合の浸水シミュレーション結果を踏まえ、効果的な高潮対策を検討及びJ岸壁背後の設計を行う。

今年度の予定

大阪市提供

＜検討スケジュール＞
第１回（令和元年7月25日開催）
平成30年台風第21号を上回る規模（伊勢湾台風級）の台風諸元について

第２回（令和元年10月21日開催）
伊勢湾台風級の浸水シミュレーションの結果､エリア別防護水準について

第３回（年内開催予定） 浸水エリアにおける高潮対策について
第４回（年度内に開催予定） 対策のとりまとめ

■大阪港における高潮対策検討会

埋立地の高潮対策については、台風第21号の高潮対策検討結果に加え、
それを上回る規模の台風（伊勢湾台風級）が来襲する場合の浸水想定を
行い、その結果も踏まえて効果的な高潮対策を実施する。

夢洲G護岸・H護岸

J岸壁背後

南港大橋北側周辺

ライナー埠頭背後

南埠頭北東側 南港大橋南側周辺

南港南地区

大阪港コンテナ埠頭背後

ケース③の浸水計算結果
(伊勢湾台風規模、平成30年台風第21号コース)



大阪港地区（施設）対策進捗状況

台風第21号を上回る規模の台風（伊勢湾台風級）が来襲する場合を踏まえた検討状況

大阪市提供
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19

大阪港咲洲地区（施設）対策進捗状況(大阪港埠頭㈱、阪神国際港湾㈱)

施工場所（位置図） 対策方針（状況）

工程等

受変電設備の高潮対策
・コンテナ埠頭C2、C3の受変電設備について、大阪

港における高潮対策検討会におけるエリア別の防護
水準の検討結果をもとに嵩上げの検討を行い、高潮
対策を実施する。

受変電施設の高潮対策

・C2、C3の受変電設備については、現在、大阪港における高潮対策検討会においてエリア別の防護水準の検討が行
われており、その結果をもとに、令和元年度受変電設備高潮対策検討業務(業務期間R2.3末)において嵩上げ対策等
について検討を行い、令和2年度以降に高潮対策を実施する計画である。

大阪市提供



今年度実施する対策内容（高潮BCP計画作成）

20

令和元年 11月 高潮・暴風編の課題等についてアンケートを実施、集約

令和２年 ２月予定 第７回大阪港BCP協議会

大阪港BCP高潮・暴風編の策定

台風時期に大阪港BCP高潮・暴風編（案）を試行し、課題等を抽出

令和元年 ６月18日 第６回大阪港BCP協議会

大阪港BCP高潮・暴風編（案）の作成

大阪港BCP（高潮・暴風編）策定スケジュール

大阪市提供



神戸港港湾ＢＣＰ 高潮・暴風対応計画の追加

21

1.検討スケジュール
第1回 7月4日 高潮対策BCP(案)の作成
第2回 12月6日（予定） 台風期を経て(案)に対するご意見等の集約
第3回 3月ごろ 高潮対策BCPの確定

■令和元年度末を目標に、高潮・暴風災害時の対応計画の追加について、
神戸港港湾BCP協議会を開催し、検討

2.追加対応計画
・フェーズ別高潮・暴風対応計画
・エリア減災計画（兵庫ふ頭地区）・・・7月19日策定

4～6 7～9 10～12 1～3

BCP協議会

エリア減災計画
（兵庫ふ頭地区）

第1回 第2回 第3回

台風期

意見集約・検討

第2回
検討会
（7/19）

【スケジュール】

神戸市提供

策
定
（
７
月
）



防災スピーカーの設置（8基）

22

工事名（事業名）
令和元年度

4月 7月 10月 1月

防災スピーカーの設置 防災スピーカーの製作・設置

実施スケジュール

神戸市提供



情報共有カメラの設置(兵庫埠頭内）

W上屋

U上屋

情報共有カメラの設置（４台）

工事名（事業名）
令和元年度

4月 7月 10月 1月

情報共有カメラの設置 情報共有カメラ製作・設置
23

実施スケジュール

神戸市提供

運用開始（ポータルサイトにて公開）



今年度実施する対策内容（六甲アイランド：高潮浸水対策）

24

 高潮による越流によって甚大な浸水被害が発生した六甲アイランドでは、潮位

上昇が著しい東側を中心に、港湾機能および都市機能の防護に最も効果的な

水際線における地盤嵩上げ、擁壁整備や避難機能を備えた物流施設の整備を行う。

交差点改良

擁壁

避難
機能
物流
施設

実施箇所 実施イメージ

工事名（工事箇所）
令和元年度 令和２年度

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

嵩上げ・擁壁設置・
避難機能物流施設

道路交差点改良など

受変電所止水板設置

公共上屋止水板設置

実施スケジュール

工事

事業者調整 等 工事

止水板
（受変電所）

工事

擁壁や
嵩上げ

道路改良

工事

止水板
（公共上屋）

神戸市提供

11月末
整備完了

9月末
整備完了

12月末
整備完了



今年度実施する対策内容（ポートアイランド：高潮浸水対策）

25

高潮による越流によって甚大な浸水被害が発生したポートアイランドでは、

港湾機能・緊急輸送路および都市機能を防護するために、擁壁設置や

雨水排水対策を行う。

S~
V

K-ACT南・S-
BC

擁壁設置(交付金事
業)

内水排除施
設

S~
V

K-ACT南・S-
BC

擁壁
（先行整備）

雨水排水対策

実施イメージ
実施箇所

工事名
令和元年度 令和２年度

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

雨水排水対策

擁壁設置（先行整備）

擁壁設置

受変電所止水板整備

実施スケジュール

調査・設計・測量 製作・工事

工事

止水板
（受変電所）

工事

擁壁

調査・設計・測量 製作・工事

⾬⽔排⽔管
海

擁壁整備

神戸市提供

⾬⽔排⽔対策

12月末
整備完了

9月末
整備完了



今年度実施する対策内容（東部工区：排水機場改修・潮位計設置）

26

 高潮による越流・越波によって堤内側で浸水被害が発生した東部工区地区

において、排水機場および潮位計の整備を行い、浸水被害の防止・低減を図る。

実施箇所 実施イメージ

東部第二工区 東部第三工区

東部第四工区

注：東部第三工区においては、防潮胸壁の嵩上げで対応可能

工事名
令和元年度 令和２年度

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

東部第二・第四工区
排水機場災害復旧工事

潮位計設置

実施スケジュール

○排水機場
【東部第四工区】
排水機場：2箇所整備

【東部第二工区】
排水機場：1箇所整備

○潮位計
電波式潮位計を東部第三工区に
設置済

排水機場

排水機場

排水機場

設計・調整等 実施設計・製作・工事

設計・製作・設置 運用開始（ポータルサイトにて公開）

潮位計

左図：
設置された電波式潮位計

神戸市提供



今年度実施する対策内容（フェニックス護岸復旧）

27

台風に伴う波浪によって被災したフェニックス南側および東側護岸では、

平成30年台風21号の波浪等を外力条件とした改修を行う。

実施イメージ

工事名
令和元年度 令和２年度

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

フェニックス護岸
災害復旧工事

実施スケジュール

設計 工事

消波ブロックの大型化

上部工嵩上げ

実施箇所

神戸市提供



今年度実施する対策内容（東部工区：胸壁補強・嵩上げ）

28

実施箇所
凡 例

令和元年度実施予定箇所

令和２年度実施予定箇所

南海トラフ巨大地震による津波に備え、東部工区において防潮胸壁・陸閘の

嵩上げ、増厚を行い、防潮機能の向上を図る。

東部第三工区

東部第四工区

実施イメージ

工事名
令和元年度 令和２年度

4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月

東部工区津波高潮対策工事

実施スケジュール

設計・測量 工事

神戸市提供



今年度実施する対策内容（西部地区：護岸・陸閘老朽化対策）

29

高潮に伴う潮位上昇によって、老朽化した陸閘や護岸の目地からの海水の

流入を防ぐこと等を目的に、目地充填等の改修を実施することで、浸水被害の

防止・軽減を図る。

工事名
令和元年度

4月 7月 10月 1月

護岸・陸閘老朽化対策

実施スケジュール

実施イメージ

設計 工事

神戸市提供

陸閘（2箇所）

護岸改修（78m）

胸壁改修（212m）

凡 例

令和元年度実施予定箇所

実施箇所



今年度実施する対策内容（フェリーターミナル：電源浸水対策）

30

高潮による越流によって甚大な浸水被害が発生した六甲アイランド地区の

フェリーバースにおいて、物流機能の確保を目的として、フェリー可動橋

の非常用電源設備を配置する。

実施スケジュール

非常用電源設備（200kW）

非常用電源設備（30kW）

非常用電源設備

架台

実施イメージ

岸壁(水深7.5m)
非常用電源設備 1台、架台 1箇所

岸壁(水深9.0m)
非常用電源設備 1台、
架台 1箇所

岸壁(水深8.5m)
非常用電源設備 1台
架台 1箇所

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ地区

実施箇所

工事名（工事箇所）
令和元年度

4月 7月 10月 1月

六甲アイランド地区 設計 製作・据付け

神戸市提供


